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た ．

　方法 ：  　卵胞期初期婦人 30名を対象 とした ．  　排

卵 期 の Ed の 分泌量 に 近い 250〜1000Ptgt24h「s の Ed を

最高66時間 に わ た り持続静注 した ．  　Psmg
，
17α OHP

2・5mg を im で さらに 投与 した ．  3 時間毎 に 採血

し plasma　 I・H
，
　 FSH

，
　 P 及び Ed を radieimmunoassay

で 測定した ．

　成績 ：  Ed を36時間以上投与 した後 ， 注入 を 中止

す る と Ed の 消退 に 共 つ て ，　 G の 放出が 起 つ た ．54時間

以上維持す る と Ed の 消退が な くて もG が 放出さ れ た ．

  Ed 投与中又 は 直後に P を 投与す る とG は 速 か に 放

出され た ．  Ed に よ る G 放 出 の 時期 に P を与 る と G

の放出は増強 され時間も延長 し た ，  Ed の 48時間以

上 の priming 後に 17α OHP
，
　 P を 数時間 の 間隔 で 投与

す る と G の 大きな 放出を 認 め た ．  　い ず れ の 場 合 も

1．H が FSH の数倍の 反応を示 した ．

　 独創点 ：   ヒ トに お い て 66時間に もわ た り排卵期 の

ス テ ロ イ ド性 の パ タ ーン を stimulate し G の 反応 を 見た と

い う報告は ない ．  Ed の priming の もとで 17α OHP

及 び P が G の 放出に 促進的に 作用 しそれらが preovulat−

ory 　G 　surge と密接 に 関与 して い る 可能性 を ヒ トで 証明

し た ．

　 質問　　　　　　　　　　　（東北大）安部　徹良

　 1． Estradiol　infusion後 の 血 中 estradiol 濃度 の 時間

的 な 変化 が ほ ぼ plateau で ，自然排卵 の 際 に ， 上昇→ 下

降の 生理 的 pattern と異 つ て い る が ，こ の 状態 で 惹きお

こ された LH 　Surge が 全 く生 理 的 な もの と同 じ と考え

て 良 い で し よ うか ？

　 2． Progesteron
，
17一α OH 　 progesterone の LH 　Surge

惹起作用 の 機序 estmgen の reCeptOr との 関係で どの よ

うに お 考 え で す か ？

　 答弁　　　　　　　　　　（自治医大）荒木　重雄

　   Eu の pattern が G 放出に 重要 か と の こ とで すが

私 どもは
一

定 の Threshold が 重要 で あ る と考え て お りま

す ．  P の f乍用機序の 問題 で す が 現在 stalk 　section

し pituitaryを iselateした 動物で 検討中で す．諸家の 報

告で は 下 垂体へ の 直接作用 を 証明す る デ ータ ー
は あ る よ

うで す．

　 質問　　　　　　　　　（東京医歯大）西　　　望

　 工7α OHP 及 び p は ，　 LH サ ーヂ の ト リ ガ
ーと し て の

み の 作用 で し よ うか ？LH サ
ーヂ の 型 に 対す る 効果 は ？

　 答弁　　　　　　　　　　（自治医大）荒木　重雄

　 P は 17aOHP は tr三99er だけで な く G 　patternに も影

1425

響がある と思われ ます．

　質問　　　　　　　　　　　（徳島大）高橋　久寿

　1． すぽらし い 実験 モ デ ル と思 うが ，LH 放出が排卵

に 結 び つ い た 例 があるか 否 か ．

　ま た 正常周期 の midcycle 　ec　17aOHP 或 は P を投与

して 排卵を認め た 例 が あ りま し た ら御教示 下 さ い ．

　2． 17α OHP と P の 報告に は 差 が あ りま した か 。

　答弁　　　　　　　　　　（自治医大）荒木　重雄

　 P に よ り排卵をみ た 例 が あ ります．

　質問　　　　　　　　　　（独 協医大）加藤　廣英

　20aHydroxypregne ．・4・en −3　Qne は Estrogen と syner ・

gize す る とい わ れ て い る．

　 ex ・去勢家兎を matlng させ る と矢張 り LH 　dischar−

ge が起 こ り，こ の と き20α ・HOP 増加が み ら れ て い

る．

　 LH 　surge 　 lこ 伴い 20α 一〇HP の 測定は なさ れま した か．

　答弁　　　　　　　　　　（自治医大）荒木　重雄

　 20α 一P に 関 し て 検討して お りませ ん ・

　 140， LH ・RH 　analog を正 常周期婦 人 に 投与 した 時

の 血中 Gonatiotropin の 反応 と 血 中 Steroid との 相

関 に つ い て

　　　　　　 （東京医歯大）大蔵　健義 ， 鈴木　　明

　　　　　　　　　　　　 熊坂 　高弘，斉藤　　幹

　 目的 ： 正常周期婦人 に 〔Des−Glyi
°−NH

，，　 Pro9・ethylam

ide〕−LH ・RH （EA −LH ・RH ）を 投与し た 時 の 血 中 LH ・

FSH の 反応 と血中 Estradiol（Ez），
　 Progesteron （P ，

一

部 王7α一〇H −P を含 む ） と の 相関 々 係，な らび に ，時期 に

於け る投与後の血 中 E2 とP の 動態を 明 らか に し た 。

　 方法 ：正 常周期婦人25名を対象 と した ．15名を 5 名つ

つ 卵胞期 ，排卵前期 ， 黄体期の 3 群 に 分け ，EA 乢 H ・RH

lOOμg を皮 下投与 した ．残 りの 黄体期 10名 の うち 5 名は

centrol 群 とし，生食 工ml を 皮下投与，他 の 5名に は ，

EA −LH ・RH 　30Gμg を筋注投与 した ．採並Lは 投与前後経

時的に 行 い ， 6 時間後 ま で の 反応を 比較した ．

　 成績 ： 1） E2 の 前値 と LH の 反応 ： 卵胞期
一黄体期

群 の 10例 で ， 正 の 相関 々 係 （r；O・827
， P＞ 0・Ol）・を 示

した ．2）P の 前値と LH の 反応 ：黄体期群 で は 相関は

認 め られ なか つ た ．排 卵前期群の 5例 で は ，r＝0．802と

非常 に 高 い 相関が 見 られた が ， 例数が少い 為，統計的 に

有意 で は な か つ た ．し か し な が ら，排卵前 に 軽度 に 上昇

す る P が 何 らか の 形 で ，LH 放出に 関与 して い る こ とを

示唆する成績 と思われ る ．一方 ，
FSH で は 上記 1），2）

の 相関 は 認 め られ なか つ た ．3）蓋E2 の 上 昇 ： 卵胞期群
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基 礎 ） 口 産 婦 誌 29巻 to号

と排卵前期群で は
，
E

，
の 有意 な増加 を み た ．葭体期群

で も，E2 は
．
般 に 増加を示す が，　 IO例 の うち 2 例で は ，

E
、 の 急激な下降を 示 し た ．4）　P の E昇 ： 排卵前期群

の 5 例で は 3 例 が 無変化，2例 が 増加を示 した ．黄体期

群で は ，「OOμ9 群で control 群 と右意差 は な く，300μ9
群 で 有意 （P ＞ 0・05） に E昇 した ．黄体期 の 100μ9，

300

μ9 両群で ，E
、 の 場 合の よ うに ，

　 P の 減少を示 した もの

は．一
例もなか つ た ．

第22群 　内分泌 1［［ （末梢
一

基礎う　（141〜 147）

　 141． LH ・FSH と顆粒膜細胞 レセ プ ターと の 結合 に

及ぼ す性ス テ ロ イ ドの 影 響

　　　　　　　　　（神戸大）赤蛔泰
一

郎，片 山　和 明

　　　　　　　　　　　　　 仲野　良介，東条　仲平

　 卵胞 の 発育 に 伴つ て ，LH ，　 FSH の 顆粒膜細胞 レ セ プ

タ ーに 対す る結合態度 は 変化 す る が， こ れ に 影響 を 及

ぼす因子 と して ，エ ス トロ ゲ ソ ，プ ロ ゲ ス テ ィ ソ に 着 日

し，検討を加 え た ．

　 ブ タ 卵胞をそ の 直径に ょ り ，
smail 　follicle（ヱー2mm ），

medium 　follicle（3− 5mm ），　 large　fellicle（6− 10mm ）

に 分類 し，そ れ ぞ れ の 卵胞 よ り採取 した 顆粒膜細胞 に 対

す る，
nsl −1・H

，

：251−FSH と の 結合能を検討 した ．「esl−

LH との 結合 は ，　 large，　medium
，
　 smal 工follicleの 順 に

大 で あ り，

1251 −FSH の 結合 は，　 srnall
，
　 medium

，
　large

follicleの 順 で あ つ た ．一
方，卵 胞液中 の r ・ス ト卩 ゲ

ノ ，プ ロ ゲ ス テ ロ ン 濃 度を radieimmunoassay に て 棋淀

す る と，い ずれ も，卵胞 ［白：径の 大なる 程，高濃度を示す

傾向 に あつ た ．こ れ らの 事実をふ ま え て ，エ ス ト 卩 ゲ ソ

を 添加 す る と，i1SI −LII の 顆粒膜細胞 に 対す る 結合能 は

増加 し ， 逆 に，
1251 −FSH の 結合能 は 低下 した ．

　卵胞発育過程 に お け る ，卵 胞 液 中 の エ ス ト ロ ゲ ソ ，プ

博 ゲ ス テ ロ ン の 濃度の 変化 と ，
LH ，　FSH と顆粒膜細胞

との 結合 に お よぼすエ ス トロ ゲ ソ ，プ ロ ゲ ス テ P ン の 影

響 とを ，あ わ せ 考え る と，卵胞 の 発育 に と もな う 1・H
，

FSH の 顆粒膜細胞 との 結合能の 変化 に ，：z ス ト ロ ゲ ソ ，

プ ロ ゲス テ ロ ソ の 関
e
」・す る 可能性 が 示唆 され た ．

　質問　　　　　　　　（京 都 府立 医大 ） 玉 舎　輝彦

　 ス テ 卩 イ ドに よ る FSH や LH の 結合能へ の 変化 は

ス テ ロ イ ドが，ス テ 卩 イ ド レ セ プタ
ー
を介 し て も た ら さ

れ た もの か ，その 他 の 場合 も摎え られ る と思 い ます が い

か が お考えで すか ．仮 に 膜 に 3 テ ロ イ ドが作用 して もた

ら され た とす る ならば 膜 に もス テ 卩 イ ド作用 部位 が あ る

と考 え て お られ ま す か ．LH や FSH の 結合 能 の 変化は

結合部位 の 変化に よつ て もた らされ た もの か ，親和性の

変化 に よつ て もた らされ た もの か ？

　 答弁　　　　　　　　　　　（神戸大）赤堀泰
一

郎

　 1． 御質 問 に 対す る data は 用 ち あわ せ て お りませ

ん が，マ ク ロ 的に み て ，細胞 あ る い は 組 織 レ ベ ル に お け

る feed　back 機構を考 え て お ります 。副 腎等 に お い て

も， 類似 し た事実が 認め られ て い る よ うで す ．

　 2．　方法論的 に は ，Scatchard　plot　 analysis を使用 し

て 分圻す る こ と が 可能 で あ る が ， 今後検討すべ ぎ事柄 と

思わ れ る．Vammerman らの Scatchard　plot　 analysis を

用 い た hCG に 関す る 実験 で は ，　 affinity の 変化 で は な

く ，
capacity の 変化 で あ る と述べ て い る．

　答弁　　　　　　　　　　　（神戸 大 ） 赤堀泰
・

郎

　 L 　 ゴ ナ ド トロ ピ ソ の 結合 態 度 の 変化 に 対す る 質聞

　京 都府立医大，玉 舎 先生 の 質岡 に 対す る解答 と同 じ

　 2，　 DES を 使 用 した理 由

　 培養細胞 の ス テ ロ イ ド産生能等 に 刻 し て エ ス ト 卩 ゲ

ン が影 響 を及 ぼ す 「τf能性 が あ る 。した が つ て ，E2 等の

RIA の 必 要 が で て くる ．よ つ て ， エ ス ト ロ ゲ ン の RIA

系 に 干渉 しない DES を使用 した ．

　 142． 黄体中エ ス ト ロ ゲ ン レ セ プ ターと黄体機能

　　　　　　　　 （京都
・
国立舞鶴病院）大野　洋介

　卵巣 に お い て は ス ア P イ ドホ ル モ ソ が産生 され，また

こ れ ら は 局所的 に 卵巣 に 作用 す る こ とが 考 え られ て い

る 。そ し て 卵巣の 黄体維持 に エ ス ト ロ ゲ ン が 関与 して い

る こ とや ， あ る ス テ ロ イ ドや 化合物 は luteolysisを お こ

す こ とが 知 ら れ て い る ．そ こ で こ れ らの 効 果 を estrogen

receptor との 相関関係 よ り検討した ．

　 ウ サ ギ卵巣黄体 Cytesol に 8S に 沈降 す る Ez　 recep −

to「 を 検 出 し， そ の 解離定数 Kd ≠ L4 × 10
−9M

で あっ

た ．雌成熟 ウ サ ギ に HCG 　 200iu 投 与後，黄体 cytosol

と核 で の E
、

recept 。r 量 の 変動 とi血 iirestradiol 　i7β （以
．
ド Et）と PTogesterene（以 ドP ）量 と の 関 係 の 検討に よ

り ， 血中 Ez
，
　 P 量 は cytosol 　E2　 receptor お よび 核 で の

E
、

receptor 量の 変動 と 平行 し HCG 投与後 上 昇，5 日
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